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令和２年度第１回 甲賀市地域福祉計画審議会 会議録 

日 時 令和 3年 2月 16 日（火） 

                                                    午前１０時００分から午前１１時３５分  

場 所 甲賀市役所別館2階 203会議室  

 

１ 開会 

 〇市民憲章唱和（唱和省略） 

                         

２ 挨拶（健康福祉部長） 

 

３ 新委員紹介 

 

４ 協議事項 

(１)第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果について  

資料１ 第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果 

(２)市民意識調査の結果報告について      

 資料２ 市民意識調査結果報告書 

(３)策定方針及び今後のスケジュールについて  

 資料３ 計画の中間見直しに係る策定方針 

資料４ 今後のスケジュール（案） 

 

５ その他  

(１)委員の任期について 

 

（２）次回審議会の開催時期について 

 

６ 閉会 
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１ 開会 

 ○市民憲章唱和（唱和省略） 

 

２ 挨拶 

○樫野健康福祉部長挨拶 

 

３ 新委員紹介 

 

  〇会議資料の確認 

 

【事務局】 (事務局資料確認)  

 

【事務局】 甲賀市附属機関の会議の公開等に関する指針の第３条により、本審議会は原則

公開でありますことから、傍聴を受け付けております。また議事録につきまし

て、後日甲賀市のホームページにて公開します。 

 

  〇会議の成立要件 

 

【事務局】 会議の成立について、事務局から報告させていただきます。本審議会規則第３

条第２項では、「審議会の会議は、委員の過半数が出席しなければ開くことが

できない」とされております。本日の審議会には、委員総数１４人中１２人の

過半数の委員の皆様にご出席をいただいており、会議開催の要件を満たして

いることを、報告します。本審議会の規則第３条第１項では、会長が議長とな

ることと規定しておりますので、これからの議事につきましては、会長に進行

をお願いします。 

 

 

４ 協議事項 

 （１）第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果  

資料１ 第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果

【会 長】 それでは、次第に基づき議事を進めます。まず、次第の４「協議事項」の（１） 

「第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果」について事務局から説 

明をお願いします。 

 

【事務局】 「第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果」について説明します。資 
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料１の「第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果」及び「内容訂正一 

覧」、「事前質問について」をご覧ください。地域福祉計画に基づき、資料１の 

事業を実施しています。２ページの評価基準に従い、担当課にて評価を実施し 

ています。まず始めに、「訂正内容一覧」をご確認ください。主な変更点は、 

評価部分の変更になります。続いて、「事前質問について」をご覧ください。 

回答させていただきます。６３ページの自殺対策事業（相談窓口啓発）につい 

て、「自殺者数が増えていると聞いています。（特に女性）甲賀市の状況及び啓 

発の効果はあったのか教えていただきたい」とご質問いただきました。併せて、 

１０８ページの学習支援事業について、「延べ開催数、延べ参加人数ともに増 

えているが、C評価としたのはなぜか」というご質問をいただきました。回答 

につきましては、事前質問についてのとおりとなります。 

 

【会 長】 「第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果」について、事務局から報 

告がありました。この件について、委員の皆様からご意見お願いします。 

 

【委 員】 取組結果の中に重複して記載されている事業がありますが、どういうことな 

のでしょうか。同じような事業については、横断的に事業を展開・評価すれば 

よいのではないですか。 

 

【事務局】 基本方針に基づきそれぞれの部門で事業を掲載している関係で、再掲していま 

す。同じような事業については、代表で評価をしています。 

 

【会 長】 他課の事業であること、再掲であることの旨を明記してください。取組結果の 

３０ページ、３８ページの C評価になっている部分の説明をお願いします。 

 

【事務局】 政策推進課の事業であり、３０ページの評価内容については把握できていませ 

ん。後日詳細を確認し、報告いたします。３８ページについては、まるーむの 

開館に伴い、施設管理業務との兼ね合いから、自主企画事業が十分に実施でき 

なかったため、C評価としていること、担当課に確認しています。 

 

【会 長】 １３１、１５１,１６０ページについて説明をお願いします。 

 

【事務局】 １３１ページについては、地域医療審議会を今年度設置し、令和３年２月４日 

に開催しました。市を取り巻く地域医療の環境及び２つの市立医療機関につ 

いて、今後の方向性を検討することができたので評価を上げています。 

１６０ページについては、会員数が減少しているが、利用者は増加しています。 
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担当課が設定した目標数に達していないため C評価となっています。 

１５１ページについては、把握できていないため、次回報告いたします。 

 

【委 員】 一覧にするとたくさんの施策があることが明確になります。障がい福祉関係に 

従事していますが、今まで縦割りで進めてきたものが、今後は重層的支援体制 

へとシフトします。障がい者の中には、高齢の方もいます。しかし、このよう 

なたくさんの施策があることは当事者及び支援者は知らないのが現状です。知 

らないから情報提供もできません。具体的に提案できるように努力をしていき 

たいと思います。 

 

【会 長】 広報についても、課ごとに説明しているが、実は複数課がまたがっているケー 

スもあります。課題が一つではなく、複数につながれるようなイメージ図があ 

れば、もっと効率的なサービスの提供が可能になるのではないかと考えます。 

 

【委 員】 ８０５０問題について、甲賀市でも取り組んでいるはずです。取組結果には出 

てきていないが、どのように取り組んでいるのか教えてほしい。会議には市の 

担当職員も出席しています。 

 

【事務局】 あらゆる地域の力、行政の力を合わせて行っていくべきです。８０５０問題に 

ついても、今回の計画の見直しに反映させていきます。 

 

【委 員】 引きこもり支援でいうと、障がい福祉課が対応し、不登校は学校教育課が対応 

しています。学校教育課では、いろいろな手立てを行ってきたが、大人になる 

と支援が薄くなってしまいます。対象者について、段階に応じた情報共有を行 

い、継続的に支援ができる体制づくり、地域づくりが必要ではないかと思いま 

す。 

 

【委 員】 ボランティアグループに所属しており、生活部分の支援を実施しています。対 

象者は日常的な支援が必要な方であるが、ボランティアだけでは負担しきれ 

ません。施設に入れば済む話かもしれませんが、本人は在宅での生活を希望し 

ています。本人の意思を尊重する場合、地域の理解・支援も必要になります。 

行政の支援はあるが、ネットワーク化する必要があると思います。シュミレー 

ションするのも方法の一つですし、役割が明確になるとより充実した支援を 

提供できます。 

計画の施策の目標値についても、現実よりも少し高い目標を設定した方が 

達成しやすいはずです。実態を知ったうえで、目標値を設定すべきです。施策 
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によっては、増加するよりも減少する方が成果となるものもあるし、意識につ 

いても重要だと思います。 

 

【事務局】 ネットワークやつながりが大きなキーワードとなっています。各現場で福祉活 

動にご尽力いただいているが、効率的につながって成果を上げていくことが 

大切です。計画にどう落とし込めるか検討していきたいと考えています。 

 

【委 員】 計画にどこまで落とし込めるかが非常に重要です。制度から見て、支援が必要 

な方をとらえると、縦割りになってしまいます。制度から見るのではなく、当 

事者側から見る役割が重要ですし、人材育成も必要です。発想の転換で、その 

世帯がどう暮らしていくかを考えていくことが重要ではないかと考えていま 

す。 

 

【事務局】 制度に当てはめて対象をとらえてしまうのが、行政の現状です。本来、支援が 

必要な方に対してどの角度から支援していくかを計画の見直しにおいても検 

討していきます。 

 

【会 長】 「第２次甲賀市地域福祉計画 令和元年度取組結果」については、以上のとお 

りとさせていただきます。 

 

 （２）市民意識調査の結果報告について  資料２ 市民意識調査結果報告書 

【会 長】 それでは、次の議事に移ります。次第の４「協議事項」の（２）「市民意識調 

査の結果報告」について事務局から報告をお願いします。 

 

【事務局】 それでは、「市民意識調査結果」について、報告させていただきます。資料２ 

とカラー刷りの資料をご用意ください。市民意識調査の実施概要をご報告さ 

せていただきます。調査地域は甲賀市全域で、調査対象は市内在住の１８歳以 

上の男女となっており、調査方法は郵送配布・郵送回収またはインターネット 

による回答です。調査時期は令和２年９月１日から９月１５日で、回収件数・ 

有効回答ともに１２２０件、回収率は４０.７％でした。詳細については、別 

紙のとおりとなります。カラー刷りの資料については、過去の実施を含めた３ 

回分のポイントをグラフ化し、まとめた資料になります。以上で、市民意識調 

査についての説明とさせていただきます。 

 

【会 長】 事務局から「市民意識調査の結果報告」について報告ありました。この件につ 

いて、委員の皆様からご意見お願いします。 
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【委 員】 今日配布いただいたもので「日頃生活の困りごとについて相談する相手」につ 

いて属性等はどうなっていますか。 

 

【事務局】 年代別に見ると、２０代、５０代の割合が高くなっています。また、地域別に 

みると、水口地域の割合が高くなっています。埋もれているニーズに対する対 

応が必要であると考えています。 

 

【会 長】 資料２の５０ページの下部分に記載されています。補足ですが、居住３年未満 

の方の割合も高くなっていることも重要です。 

 

【委 員】 ６５ページの高齢者分野の課題では、「閉じこもり」と表記されているが、 

６７ページの子ども分野の課題では、「ひきこもり」と表記されています。混 

在しているが、どのような違いがありますか。 

 

【事務局】 語句の意味合いについては、ほかの計画でも混在しています。すぐには回答で 

きませんが、次回会議までには表現方法を統一してお示しいたします。 

 

【委 員】 言葉本来の意味合いが違います。関係を持つことが難しく、関係を保てないの 

が「ひきこもり」、地域に属性はあるが、外へ行かないのが「閉じこもり」で 

す。「ひきこもり」は周りとの関係性を保つことが難しく、高齢の方は、参加 

しないという意思を持って閉じこもっていると考えています。 

 

【委 員】 「ひきこもり」は以前からある言葉であるが、「閉じこもり」という言葉には 

違和感を覚えます。 

 

【委 員】 ひきこもりも自分の意思で閉じこもっているという解釈ではなく、すべてが閉 

じこもりであったものが、ここ数年で変わっていると思います。 

 

【会 長】 ここでは用語より中身が大切です。用語については今後検討しましょう。 

 

【委 員】 ４６ページの地域共生部分の障がいの部分の就労がネックになっていると思 

います。法定短時間労働の部分で、法改正を受け、労働時間部分の伸びも高い 

です。地域共生社会の観点から、就労は大半を占めているため、その観点も含 

めて、労働時間の延長等も検討いただきたいと思います。 
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【事務局】 障がい者の働く場の拡充に力を入れていく必要があると感じております。ケー 

スをシュミレーションするのも一つの方法ですし、わかりやすい仕組みをつく 

る必要があると考えております。 

 

【委 員】 ボランティアの観点から、ボランティア活動への参加が減少しているのは、高 

齢化が関係していると思います。生活支援のボランティアも進んでいます。活 

動が楽しいと思う方が２０％減少しているところにおいては、ボランティア 

が高齢になり、活動自体がつらくなっていることが関係しています。今後は担 

い手育成も含めて、オンライン等積極的に活用していきたいと考えています。 

 

【委 員】 相談をする相手がいないと感じている方は、いったんは相談をしたが、受け止 

められなかったという失敗体験が結びついているのではないかと推測します。 

成功体験を提供する必要があります。相談支援体制を充実していくことを検 

討いただきたいと思います。 

 

【事務局】 相談したが、うまくいかなかったケースがあることを、受け止める側は気づき 

にくいのかもしれません。分析する必要があり、相談の重みを認識することも 

大切です。人材の育成にもつなげていかなければいけないと考えています。 

 

【会 長】 この報告書はかなり細かいところまで載っていますので、ぜひじっくり読んで 

ください。 

「市民意識調査の結果報告」については、以上のとおりとさせていただきます。 

 

（３）策定方針および今後のスケジュールについて  

資料３ 計画の中間見直しに係る策定方針 

資料４ 今後のスケジュール（案） 

【会 長】  それでは、次の議事に移ります。次第の４「協議事項」の（３）「策定方針お 

よび今後のスケジュール」について事務局から報告をお願いします。 

 

【事務局】 「策定方針及び今後のスケジュール」について、ご説明させていただきます。 

資料３、資料４をご覧ください。中間見直しに係る策定方針について、今後見 

直しをかけるための事務局方針であります。市議会でも説明していますので、 

委員の皆様にも共有、ご了承いただければと思います。今回の見直しの概要で 

すが、福祉の総合的な計画として、総合計画の見直しに合わせ、見直すもので 

す。位置づけは、社会福祉法第１０７条に規定する市町村地域福祉計画として、 

地域福祉の推進に関する事項を一体的に定めるものです。 
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           第２次甲賀市総合計画を上位計画とし、本市における福祉の基本的な指針と 

して位置付けています。 

 本計画の計画期間は、平成２９年から令和１０年度までの１２年間としてお 

り、国、滋賀県等の動向を踏まえるとともに、社会情勢の変化や関連計画との 

調整を考慮して、必要に応じて、４年ごとに見直しができるとしています。 

 策定方針ですが、１２年間の計画としていますので、基本理念及び基本方針 

については基本的にはそのままを考えております。これまでのことを継承しつ 

つ、権利擁護の充実及び安心して暮らせる地域社会を構築するため、「成年後見 

制度利用促進」及び「再犯防止の推進」などを地域福祉の大きな要素であると 

捉え、新たに盛り込みます。また、今般の感染症のことを踏まえて、福祉施策 

や事業を展開する際には、ウィズコロナ・アフターコロナを意識した取り組み 

を展開します。 

 策定体制等については、市民参加として、今回実施した市民意識調査、パブ 

リックコメントを予定しています。 

 スケジュールについては、資料４のとおりです。本年９月の策定に向けて、 

非常にタイトなスケジュールとなっています。委員の皆様にはご理解ご協力を 

お願いいたします。以上で「策定方針及び今後のスケジュール」についてのご 

説明とさせていただきます。 

 

【会 長】 事務局から「策定方針及び今後のスケジュール」について報告ありました。 

この件について、委員の皆様からご意見お願いします。 

 

【委 員】 １月末から孤独のひきこもりが課題として出てきたが、コロナの自殺、孤独孤 

立の問題についても議論していくべきだと考えます。見直し計画には情勢の動 

向を先取りして盛り込んでいくべきです。 

 

【事務局】 大きな課題であると認識しています。コロナによる関連死などにつながらない 

ようにするために事前にどうしていくか、ウィズコロナに当たると思うが、今 

後検討を進めていきたいと思います。情報を入手しながらご意見を賜りたいと 

思います。 

 

【委 員】 新型コロナウイルス感染症について、新たに項目を設けて取り組んでいく必要 

があるのではないかと考えています。ワクチン接種についても、接種場所や接 

種場所に行けない方をどうするのかなど、送迎の課題も民生委員の中で議論 

していました。市内も４つのクラスターが発生しています。特に関心を持つの 

は家族の感染のケースです。家庭内での待機になった場合、地域住民含めて支 
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援者がどのように支援していけるかというところも盛り込んでいただきたい 

と思います。 

 

【事務局】 感染症予防、対処については悩むところであります。上位計画である総合計画 

の記述を参考に、計画の中にどこまで記述できるか検討していきたいと考え 

ています。 

 ワクチン接種については、市民の関心も高いと認識しています。国からの情 

報提供があり次第、市民に向けて周知啓発に努めていきます。 

 

【会 長】 計画の見直しに係る意見聴取の場ですので、どのような内容でも構わないので、 

ご発言ください。 

 

【会 長】 先ほど相談の失敗ということが挙げられたが、むしろこれはチャンスであると 

思います。ひきこもり閉じこもりの人も、コロナワクチンの接種は受けること 

があり、支援員がかかわる可能性があると思うので、その機会はチャンスであ 

ると考えます。それから子どものひきこもりの場合、コンビニには出向いたり 

します。コンビニの店員とかかわりを持っているケースもあり、コンビニとは 

防災の提携を結んでいる場合があるため、支援する機会があるはずです。行政 

としては、何らかのかかわりがある人が情報を提供し、かかわりを持ち続ける 

ことが大切であると考えています。愛知県の事例では、消防団と地域包括がつ 

ながっていますし、北海道では、手紙を用いたコミュニケーションを利用し、 

連絡先を伝えたりしています。そういった事例をもとにするのも一つではな 

いかと考えます。正しいネットワークを築くことができればと思います。 

 

【委 員】 見守りネットワークや命のバトンなど既存のものを生かしてネットワークを 

拡充してほしいと思います。 

 

【委 員】 計画策定後、市民が目にする機会はありますか。 

 

【事務局】 市民向けへの周知・啓発については、概要版の配布等を予定しています。 

 

【会 長】 「策定方針及び今後のスケジュール」については、以上のとおりとさせていた

だきます。 

 

５ その他 

(１)   委員の任期について 
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【会 長】 続きまして、次第の５、「その他」の(１)「委員の任期」について、事務局か 

ら報告をお願いします。 

 

【事務局】 「委員の任期」について、ご報告させていただきます。委員の皆様には、平成 

３１年４月１日から令和３年３月３１日までの２年間を任期として、甲賀市 

附属機関設置条例第２条の別表２に基づき、委員を委嘱させていただきまし 

た。今年度は今回のみの開催となりますので、特別の事情がない限りこれで終 

了となります。この２年間計３回の審議会にご協力いただき厚く御礼申し上 

げます。来年度につきましては、新たに委嘱させていただくことになりますが、 

委員の皆様には引き続きご協力いただきますようよろしくお願い申し上げま 

す。以上で「委員の任期」についての報告とさせていただきます。 

 

【会 長】 事務局より、「委員の任期」について報告がありました。ご質問がある方は挙 

手をお願いします。 

 

【委 員】 （質問なし） 

 

【会 長】 質問が無いようですので、以上とさせていただきます。 

 

(２)  「次回の審議会の開催日程について」 

【会 長】 それでは次第に基づきまして、「次回の審議会の開催時期」について、事務局 

より報告をお願いします。 

 

【事務局】 それでは、「次回の審議会の開催時期」について、ご報告させていただきます。 

資料４のとおり、次回の開催は４月を予定しています。事務局案といたしまし 

ては、月曜日の午後を予定しております。詳しくは事務局より案内等を送付さ 

せていただきます。５月、６月についても同様の予定しております。以上で「次 

回の審議会の開催時期」の説明とさせていただきます。 

 

【会 長】 それでは次回の審議会については、４月の下旬に開催いたします。具体的な日 

程等につきましては、後日事務局からご案内いたしますので、委員の皆様にお 

かれましては、ご出席いただきますようお願いします。 

 

【会 長】 ありがとうございました。以上で本日用意されました議題はすべて終わりまし 

た。委員の皆様には、それぞれの立場からのご意見をいただき、また円滑な議 

事の運営にご協力いただきありがとうございました。それでは、進行を事務局 
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にお返しいたします。 

 

【事務局】 会長、ありがとうございました。委員の皆様におかれましても、長時間にわた 

る審議会の中で、多くのご意見をいただきありがとうございました。 

それでは、本日の審議会の閉会にあたりまして、副会長からご挨拶をいただき 

ます。 

 

【副会長】 委員の皆様、長時間にわたるご審議をありがとうございました。 

 

【事務局】 ありがとうございました。次回の審議会につきましては、改めて、ご案内させ 

ていただきますので、よろしくお願いします。本日は誠にありがとうございま 

した。 

 

 

６ 閉会 

 

 


